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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月19日(2015.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
＜１．実施の形態＞
［構成例］
　図１は、実施の形態に係る表示装置の一構成例を表すものである。表示装置１は、有機
ＥＬ素子を用いた、アクティブマトリックス方式の表示装置である。なお、本開示の実施
の形態に係る駆動回路は、本実施の形態により具現化されるので、併せて説明する。この
表示装置１は、表示部１０および駆動部２０を備えている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　具体的には、タイミングｔ１１～ｔ１２の期間において、走査線駆動部２３は、１水平
期間（１Ｈ）ごとに、パルスＳＰ１を各走査線ＷＳＬ１に対して順次供給するとともに（
図４（Ａ））、パルスＳＰ２を各走査線ＷＳＬ２に対して順次供給する（図４（Ｂ））。
電源線駆動部２４は、走査信号ＷＳ１，ＷＳ２におけるパルスＳＰ１，ＳＰ２に同期する
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電源信号ＤＳを、各電源線ＰＬに順次供給する（図４（Ｃ））。そして、データ線駆動部
２５は、走査信号ＷＳ１におけるパルスＳＰ１に同期して、フレーム画像Ｆ（２ｎ－１）
に基づく画素電圧Ｖsigをデータ線ＤＴＬに供給する（図４（Ｄ））。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　次に、タイミングｔ１２～ｔ１３の期間において、走査線駆動部２３は、１水平期間（
１Ｈ）ごとに、パルスＳＰ２を各走査線ＷＳＬ１に対して順次供給するとともに（図４（
Ａ））、パルスＳＰ１を各走査線ＷＳＬ２に対して順次供給する（図４（Ｂ））。電源線
駆動部２４は、走査信号ＷＳ１，ＷＳ２におけるパルスＳＰ１，ＳＰ２に同期する電源信
号ＤＳを、各電源線ＰＬに順次供給する（図４（Ｃ））。そして、データ線駆動部２５は
、走査信号ＷＳ２におけるパルスＳＰ１に同期して、フレーム画像Ｆ（２ｎ）に基づく画
素電圧Ｖsigをデータ線ＤＴＬに供給する（図４（Ｄ））。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　図５は、パルスＳＰ１が供給された画素１１における動作のタイミング図を表すもので
あり、（Ａ）は走査信号ＷＳの波形を示し、（Ｂ）は電源信号ＤＳの波形を示し、（Ｃ）
は信号Ｓigの波形を示し、（Ｄ）は駆動トランジスタＤＲＴｒのゲート電圧Ｖｇの波形を
示し、（Ｅ）は駆動トランジスタＤＲＴｒのソース電圧Ｖｓの波形を示す。図５（Ｂ）～
（Ｅ）では、同じ電圧軸を用いて各波形を示している。なお、走査信号ＷＳ（図５（Ａ）
）は、その画素１１が走査線ＷＳＬ１に接続されている場合には走査信号ＷＳ１に対応し
、その画素１１が走査線ＷＳＬ２に接続されている場合には走査信号ＷＳ２に対応するも
のである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　まず、タイミングｔ２１～ｔ２２の期間において、表示装置１Ａの走査線駆動部２３Ａ
は、１水平期間（１Ｈ）ごとに、パルスＳＰ１を各走査線ＷＳＬ１に対して順次供給する
（図１０（Ａ））。その際、走査線駆動部２３Ａは、上記実施の形態の場合（図４（Ｂ）
）と異なり、各走査線ＷＳＬ２に対してパルスＳＰ２を供給しない。また、タイミングｔ
２２～ｔ２３の期間において、走査線駆動部２３Ａは、１水平期間（１Ｈ）ごとに、パル
スＳＰ１を各走査線ＷＳＬ２に対して順次供給する（図１０（Ｂ））。その際、走査線駆
動部２３Ａは、上記実施の形態の場合（図４（Ａ））と異なり、各走査線ＷＳＬ１に対し
てパルスＳＰ２を供給しない。
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